















ロ『危険な関係.ß (1782) ，コンスタン『アドルフ.ß (1816) などと共に，『クレーヴの奥方』以











の動きは時代おくれであろうかJ (p. 183) 12) という，よく知られた一文で始まるこの小説は，
巻頭の数頁 (pp. 183-189) がヒロイン， ドルジェル伯爵夫人マオの生い立ちゃ性格を描く
ことに充てられている。それに続いてドルジェル伯爵アンヌ，ポール・ロパン，そしてフ
ランソワ・ド・セリューズの順に，他の主要登場人物が矢継ぎ早に描写・紹介される
(pp. 189-192) が，そこに費された紙数からしでも，マオの人物描写，とりわけその origine
( 1) Cf. Claude.Edmoncle Magn)', Histoire du Romα11 j1.ançαis depuis 1918, tome 1, 
Seuil, 1950. 
( 2) Radigllet, Le Bal du comte d'O'rgel dans 覿V1"es COmlJlètes, “ Col l. ressollrees;' 











っていないということである。 (p. 186) 
ここでマオが Paris の女と対比されていることに留意したい。ラデイゲはラ・ファイエ
ット夫人に倣って，「純粋な心が無意識にする掛けヲ|きは，ふしだらな心の策略よりもいっ






















た過失はしかたがな Po なんとか始末をつけることにしよう。 (p.351)
と言うくだりである。ともすれば読み落としかねない「ここは植民地の島(les Il es) なん
かじゃないんだ」というさりげない言葉に，植民地の島がマオとフランソワを結び付ける
ものの象徴であり，そして「上流貴族のほとんどすべてと親戚の関係にあると言っていい」







を過ごす。自伝の色合いが濃い処女小説『肉体の悪魔.0 (1 923) では.この「永遠に憩う揺監の地，




面から，ょうやく小説は本筋にはいる。彼らは意気投合して. Paris郊外. Robinson のダ
ンスホール (danc ing) へ出技トける。メドラノ・サーカスから Robinson のダンスホールへと，
つまり Paris から遠ざかる過程で マオとフランソワは無意識のうちにお互い惹かれ合うもの
を感じるのである。実に1920年代当時の風俗・モードを反映した筋立てであるが，二人に恋
愛感情が芽生える重要な場面を，あえて Parisではなくて郊外の lle-de-France を舞・台に描
いたところに，作者のある意図を感ぜずにはいられない。




(3) Radiguet. Ca'rnet 11 dans 誦vres complètes, p.477. 
64 
ワは，自分が幼少時代を過ごしたこの環境の中でマオを見たくてたまらなかった。J
(p.277) そして「ちょっとでも緑色したものを見ただけで晴れやかな気分になる J (p. 273) 
マオもまた， Il e.de.France に惹かれる人種なのである。 I で見たマオのアイデンティティ
ーを思い合わせれば，しごく当然のことと領けよう。
一方，「アンヌ・ドルジ、エルは，人のいっぱいいる岐しいほどあかりのついている部屋，





相対するものとしての Paris近郊，作者自身の故郷 lle.de. France が占める精神的な比重の




















が加えられる必要があった。J (p. 227) ここで，最初こそ具体的に IJe-de-France を指してい
た「田舎」という言葉が，次第に一般化・抽象化されて，ついには「自然J nature という言
葉に置き換えられている。I1e -de-France と Paris との対立が，「自然」と「人工」の対立と
いう，より普遍的なテーマに昇華されて示されているのである。
II 



















な意味を持つかは，今や明らかであろう。そこには当然， Il e-de-France の風光に培われた



















換骨奪胎する。『野蛮人達のもとでJ Chez les sαuva.ges と題された彼らの『ポールとヴィル
















( 5) Radiguet et Cocteau, Pattl et Vírginie, Jean-Claude Latt鑚 Ed咜卲n Spéciale , 1973. 
第 l 幕 (pp. 11-40) ，第 2 幕 (pp. 41-68) ，第 3 幕 (pp. 69-100). 
( 6) Radiguet, Les Joues en /eu dans 誦vres complètes , p.369. 
( 7 )第 2 幕は，ラデイゲの手によって書かれた。 C f. Jean Touzot, Jean CocteatιManu・




当時の別名をフランス島Ile de France と言う。つまり『ポールとヴイルジニー』において，
Ile de France/Paris という対照の図式が成り立つのである。そして 11e-de-France/Paris 
の図式を含み持つ作品は……。
遥かインド洋上に浮かぶIle de France 及び Paris を取り囲むIle-de-France。二つの
(ild~frãs)。実に意味深長な暗合と言えまいか。故郷Jle-de-France をこよなく愛し，恐
らくその地で，南海のIle de France を舞台に繰り広げられる悲恋物語『ポールとヴイルジ
ニー』を愛読したに違いないラデイゲが，こうした音声上の偶然の一致に気が付いて
いなかったとは，どうも考え難いのである。十歳で Paris に出て，またたく聞に文壇の寵
児となった彼の脳裏には，二つの (i ldafrãs) が絶えず共鳴し合っていたのではあるまいか。
V 


















( 8 )ちなみに『ドルジェル伯の舞踏会』の中でー箇所， ] lede France つまりIle Maurice 


































大貴族の求婚に応じて Paris に留まったとしたならば その後の社交生活で如何なる運命
が彼女を待ち受けているのか，ラデイゲはその一つの可能性を，『ドルジェル伯の舞踏会』




イゲ・コクトーの翻案でも Marie は登場するが，原作の Marie が島に残るのに対して，翻
案の Marie はヴイルジニーの渡仏に同行する。そして Paris から島への帰路， Marie もヴ
イルジニーと共に嵐に会って遭難するが，彼女だけが奇跡的に助かる。こうした原作と
翻案の違いは注目してよい。一方，『ドルジ、エル伯の舞踏会』のマオにも，「グリモワール
家に代々伝わる品物のようなJ (p.188) 黒人女中が仕えている。彼女の名が，やはり Marie
なのである。彼女はマルチニック島以来，マオの渡仏後もず、っとこのヒロインに付き従う。
それはちょうど翻案の『ポールとヴィルジニー』で， Marie がヒロインに対して果たす役
割と同じではないか。
『ポールとヴイルジニー』きながらに『ドルジェル伯の舞踏会』においても，ヒロイン
に Marie という名の黒人女性が仕えるという符合が，ラデイゲ・コクトーの『ポールとヴ
イルジニー』を両者の媒介を為す作品として捉えると どうも単なる偶然とは思えないの
である。
確かに作品構成の面で『ドルジェル伯の舞踏会』は『クレーヴの奥方』に多くを負って
いるが，そこに脈打つ思想的な面から考察すると，そしてオペラ・コミック『ポールとヴ
イルジニー』という翻案作品が持つ意義を考慮すると，このラデイゲ絶筆が，実はベルナ
ルダン・ド・サン=ピエールの『ポールとヴィルジニー』の血統をも受け継いでいること
が，次第に明らかとなった。ラデイゲ自身はその序文で，作品が書かれた「年齢は問題に
ならないJ (p.181) と言うが，『ドルジェル伯の舞踏会』が十八歳から二十歳にかけての作
品であることは銘記して然るべきであろう。それは恐らく『ポールとヴイルジニー』とい
う書物が，ラデイゲの，いやあらゆる人々の感受性に最も強く訴えかける年齢ではなかっ
たか。
